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災害復旧工事が完了した 1 号堰堤 
弥山登山道（大聖院ルート）は、平成 17

年９月、台風 14 号の集中豪雨で発生した土

石流により登山道が被災し、以来通行止めに

なっていましたが、このほど、災害復旧工事

が完了し 3 年ぶりに通行できるようになりま

した。 
災害復旧工事にあたっては自然公園法の瀬

戸内海国立公園特別地域、文化財保護法の特

別史跡及び特別名勝、都市計画法の風致地区

に指定され、また世界文化遺産区域にも登録

されているため、その許可の取得、施工や資

材の搬入に厳しい制約がある中で実施されま

した。 
特に１号堰堤の建設場所は、自然公園法の

特別保護地区と文化財保護法の天然記念物

（瀰山原始林）のため、工事用の資材や機材

搬入の工事用仮設道路が造れず、現状の自然

状態を保持しながらの難工事となりました。 
（復旧工事の詳細は P4,5 に掲載） 
 

（写真・文） 末原 義秋 

瀬戸内海国立公園 
 宮島地区パーク 
  ボランティアの会 

発行日 
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P８ 海岸生物調査、植物マップ 
P９ JPR 活動、編集後記 
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日時 ８月 30 日（土） 10:20~15:30 
場所 杉之浦公民館＆大砂利海岸 
参加者 小方（嗣）小川 北野 小林ペア 

舛田 村上 六重部 
  （環境省）藤本ＡＲ 
講師 環境カウンセラー 金山芳之氏 
 お盆を過ぎ暑さも和らいだと思っていたら，

また暑さが、ぶり返してきました｡澄み切った

「秋晴れ」にはまだまだ程遠いようです。 
 午前 10 時 20 分，杉之浦公民館に集まった

のは，講師の金山さんを含めても僅か 10 人，

少数精鋭で中味の濃い自主観察会になりそう

です。 
 午前中は金山さんから大研修室で海の生き 

 
物，海岸動物や海藻・海草についての観察の

ポイント・見分け方などの事前学習です。 
 午後は，大砂利海岸に移動して，磯の生き

物を実地に，主に「指標生物」を中心に観察。

事前学習しているとはいえなかなか種名が出

てきません，図鑑と睨めっこです。これまで

ここの磯では「クロフジツホ」を僅か３個し

か見ていませんでしたが、あちこちの岩に発

見，加えて今回初めて指標生物として点数の

高い「イロロ」と「イシゲ」（いずれも海藻）

を確認しました。徐々に海がきれいになって

きているのが実感できました。 
 最後に参加者全員で採集した生き物を確認

しました。大砂利の海の評価は「きれいな海」，

更にたくさんの生き物が棲める海になって欲

しいものです。 
懇切丁寧に、ご指導いただきました金山さ

ん，有難うございました。 
「大砂利海岸磯の生き物」調査結果は次表

の通りでした。 
  指標生物名    点数 チェック 

 ケガキ      20 
  アオガイ     19   ○  
  ムラサキインコガイ 18 
  イロロ      17   ○  
  イワヒゲ     16 
  クロフジツボ   15   ○  
  カメノテ     14   ○  
  イシゲ      13   ○  
  マツバガイ    12   ○  
  ウミトラノオ   11   ○  
  ヒジキ      10   ○  
  9 以下のチェック生物 
オオヘビガイ イボニシ ヒザラガイ アナア

オサ マガキ シロスジフジツボ ツノマタ 
  ○の数（Ｎ）     15 
  ○印の点数の合計（Ｔ）151 

平均点（Ｔ÷Ｎ）   10.1 
評価点（平均点×８） 80.8 
評 価    Ⅰ（きれいな海） 

   ＜評 価＞ 
Ⅰ：きれいな海（76～100 点） 
 →自然景観の残された場所が多く，水質

も良好で、水に親しめる場として非常に重

要です｡ 
Ⅱ：少しよごれた海（51 点～75 点） 

 →潮干狩り，魚釣り，生物観察，一部 
で海水浴も楽しめます。 

Ⅲ：よごれた海（26 点～50 点） 
 →潮干狩り，魚釣りなどが楽しめます

が，海水浴には適していません。 
Ⅳ：大変よごれた海 
 →赤潮がよく発生する海で、水に親し

む場としてはあまり適していません。 
 
PH（水素イオン濃度）   7.5 
ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 2.0 
亜硝酸        0.02 以下 
        （ 六重部 篤志 ） 

杉之浦公民館での参加者 
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日 時  10 月 4 日（土）10:00~15:00 
参加者 小方（嗣）小川 小林ペア 佐伯 
  佐藤 末原 中道 野呂田 舛田 松田 
  丸平 横路 六重部 藤本 AR 
 私達が 06 年 3 月以来、調査・保全活動を

続けてきた「入浜汽水池」での第 1 回入浜探

検隊（公募）を計画しました。残念ながら他

の行事と重なった為か一般の応募はなく PV
会員 14 名参加による探検となりました。 
 午前のプログラム「入浜の自然を感じよう」

では3 分間じっくりと周辺を観察する時間を

設け、各人の感じたことを発表。周辺の地形・

樹木の色・風の音・鳥の声・・・入浜の魅力

を再認識する時間となりました。 
 その後 、３班に分れて水質検査を全員が体

験。各人が持参した家庭の水も含

め、その測定結果（COD ・Ph ・

塩分濃度）を比較検討しました。 
 午後は昆虫の生態に詳しい松田

会員が講師となり入浜池に住んで

いるトンボの調査・観察の結果や

トンボの生態について写真で詳し

い解説がありました。 
・入浜池のトンボは 27 種（イト

トンボ7 種、ヤンマ7 種、その

他 13 種） 

・温暖化の影響か「タイワンウチワヤンマ」

などの北上が見られる。 
・今の季節、赤トンボの一種「リスアカネ」

が多く飛んでいる。 
意外に多くの種類が生息していることに驚 き

ました。私達は汽水池復元のための保全活動

を行っていますが、現在のとこ

ろ、まだ水生生物の変化は見ら

れないとのことです。 
 今回、一般参加者が無かった

ことを反省しつつ、この活動を

末長く続けていくことの大切さ

を感じた一日でした。 
    （  横路 晃  ） 
 
測定結果  ３班の平均値です。 
測定方法  塩分濃度は測定器を 

使用 
測定地点  A~ F：入浜池定点 

入浜海水：波打ち際 
御笠浜：厳島神社近くの海水 メダカ：舛田

家のメダカ水槽 原爆ドーム：原爆ドーム前

の元安川の水 

観察結果の発表 

入浜探検隊参加者 
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日 時  9 月 24 日（水） 9:00~15:00 
参加者 川崎 佐藤 島 末原 田中 中道

中本 平田 平山 宮崎 村上 森 矢吹 
 弥山登山道（大聖院ルート）の災害復旧工

事が終わり、10 月から3 年ぶりに通行できる

ようになったため、開通を前に環境省、広島

県、廿日市市とボランティア２団体で歩道の

落葉やシダ、木の枝払いなど清掃と路面整備

作業を行いました。 （  末原 義秋  ） 
 

 

 
復旧工事にあたっては現状の自然状態を保

持しながら施工するという厳しい制約があり、

奥の院 からの既存 の登山道を利用 して長 さ

900ｍのモノレールを敷設し資材を運搬しま

した。また、モノレールで運搬できない物は

ヘリコプターで空輸しました。ただし、民間

のヘリコプターで運 ぶ重量は3.5 トンが限度

であり、5 トン近くあるコンクリートプラン

ト及び濁水処理機の輸送を広島県が国土交通

省を通じて防衛省へ支援を要請し、千葉県木

更津市 の陸上自衛隊 の大型 ヘリコプター 

（ＣＨ47）で空輸しました。 

この工事は、自然環境や景観に配慮して、

堰堤築造や登山道建設では支障のある木の伐

採は必要最小限とし、枝をヒモで引 っ張るな

どして植物を保護し、ヘリコプター輸送では

保護動物に指定されている猛禽類「ミサゴ」

の生息地を避けるコースを設定して飛びまし

た。また、堰堤や河川の構造物はコンクリー

トが直接目に見えないように自然石で覆うな

ど景観に配慮しました。特 に2 号堰堤の下流

部分は土石流で流れてきた自然石を巧みに配

し築山風に修景しました。 
（ 末原 義秋  ） 

 

白糸の滝までの付け替え道 

2 号堰堤 

自衛隊の大型ヘリコプター

k((((CH47 

復旧した登山道の清掃作業 
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日 時  10 月 25 日（土） 9:00~14:00 
参加者 足立 池下 井上 小川 川崎 
  北野 小林（勗）佐藤 末原 田中 
  平田 舛田 宮崎 村上 柳瀬 矢吹 
  六重部     

 秋の行楽シーズンを前 に恒例の紅葉谷公園

内道路の補修、清掃作業を実施しました。 
予定の作業を終えて有志で修復なった大聖

院登山道に登り、部分的に付け替えとなった

道路と見違えるようになった景観に感嘆して

いました 

 

 
日時 9 月 6 日（土）9:00~12:00 

（参加者） 
  足立 池下 井上 小方ペア 

 小川 北野 佐藤 渋谷 末原 
 富田 中道 中本 野呂田  

前田 舛田 柳瀬 矢吹 横路 
六重部 

厳しい暑さのなか20 人の会員が

参加、ウグイス道、アセビ道等に分

かれて樹木名板の点検、取替え、補

修を実施しました。昨年より破損名

板の数は減っていました。 
 
 

 

   
11 月 24 日（振休）のRCC エコ・ウォ

ーク in 宮島は降水確率 90%で雨天中止と

なりましたが、ラジオ中継は雨の中、予定

通り行われ、次のメンバーが同行しました。 
小川 小林ペア 末原 中道 舛田 村上 
西 自然保護官 藤本 AR 
中継は午前中２回行われ最初に桟橋前藤棚

で村上会長が「宮島パークボランティアの

活動など」についてインタビュー、紅葉谷

公園へ移動 して中道 さん他 のメンバーで

「紅葉谷公園・包ヶ浦自然歩道のみどころ」

のインタビューに対応しました。 
登山道付け替え（旧遊女道の石移設） 

工事資材運搬用モノレール 

1 号堰堤の上流側 

“エコ・ウォーク”は雨天中止 

紅葉谷公園作業参加者 
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PV の会が発足して初めての親睦旅行とし

て 9 月 27，8 日の一泊二日で高知へ行ってき

ました。当日広島駅北口をマイクロバスで 8
時半に出発、世界初の三連吊橋、来島大橋を

渡って四国入りしました。 
 先ず最初は日本三大カルストのひとつ四国

カルストの天狗高原へ、真っ青の空と秋の白

い雲、見渡す限りの大パノラマが広がってい

て、テンニンソウやオタカラコウなどの花々

が咲き、牛がのんびり草を食んでいます。あ

ずまやの周りはイブキザサが密生し魅惑的な

紫色のシコクブシやリンドウなどがイブキザ

サの中に隠れるように咲いています。もうす

こし居たいなと心を

残し高知桂浜へ。 
桂浜では維新の立

役者として知られる

土佐の志士坂本竜馬

像を見て「竜馬さん

は思っていたよりハ

ンサムね」というさ

さやきを聞きながら

丘を下ると見渡す限

り続く太平洋と白砂

青松の美しい浜は南

国土佐らしい雄大な

景観、思わず波と戯

れ足元を濡らしてし

まいました。 
そして今夜の宿

「高知ユースホステ

ル」へ、家庭的でアットホームな宿でオーナ

ー差し入れの美酒に皆、話が盛り上がり来年

から定例行事として予定を組み、お薦めのプ

ランを募集したらどうかというアイデアも出

ました。 
翌日は高知城追手門から東へ 1.3km に亘

り規模も歴史も日本一の街路市、高知日曜市

へ早朝から三々五々繰り出しました。朝食の

後は高知出身で日本の植物学の基礎を築いた

牧野 富太郎博士ゆかりの牧野植物園へ、広大 

な園内には珍しい植物や牧野博

士ゆかりの植物など約３千種も

の植物が植えられていて、秋の

草花もちょうど見頃、時間いっぱい見て回り、

とても実りある時間でした。 
最後は「杉の大杉」へ、ここでは宮島 PV

の会が立ち上がって間もない時、広島事務所

の自然保護官として色々お世話になり、とて

も思い入れの深い桧垣さんが、待っておられ、

久しぶりの再会に握手したり、抱き合って喜

びを確かめ合い、桧垣さんの案内で大杉を見

学しました。推定樹齢三千年の巨木で南北に

分れた二株が根元でくっついていることから

夫婦杉とも呼ばれています。大杉の前に立つ

とあまりの大きさに、まず驚き、そして深閑

とした空間に佇んでいると神秘的で不思議な

感動が湧き上がります。 
帰りは瀬戸中央自動車道へ、橋から海を眺 

めながら「やっぱり瀬戸内海はきれい、桂浜

とは、随分趣が違うね」と話しながら岡山へ

渡り、無事、夕方広島へ帰着しました。 
この楽しい旅を企画し、お世話くださった

舛田さんに全員大感謝、また来年も、たくさ

んの会員と親睦旅行に行けたら良いなあと思

いました。 

野呂田 恵子 

大杉の前で参加者（前列左から）佐藤 舛田 
村上 末原 坂本 中道（後列左から）富田 
小林（み） 島  野呂田 佛崎 足立 
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９月 13 日（土）14 日（日）三瓶自然

館サヒメルのｶﾞｲﾄﾞﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 12 名がｲﾝﾀｰ

ﾌﾟﾘﾃｰｼｮﾝ研修の一環として来島されました。

その機会に、当会からは 10 名の会員が参加

して、交流会をもちました。 
三瓶自然館へは当会の正式行事として訪問

したことはありませんが、会員の中には個人

的に度 訪々れ、お世話になっている人も多い

ようです。 
そのお礼 も込めて、宮島をじっくりと案内

しました。初日は、街中の今も現役の誓真釣

井の見学と、その井戸から汲み上げられた花

崗岩中の軟水をまず味わっていただきました。

その後､ﾛｰﾌﾟｳｴｰで弥山へ上り、山岳信仰・真

言宗の跡地や堂宇を熱心に見学しました。 
ゆっくりしている間 に突然の雷鳴。16 時下

山開始。弥山原始林の大元道を駆け下りまし

たが、その合間にも、たかが標高 500ｍのこ

の弥山にかくもの自然林が残されていること

に感激していました。 
19 時からｱﾙｺｰﾙ付きの懇親会（於ｹﾞｽﾄﾊｳｽ

菊川）。今日知合ったばかりの仲間が、ﾎﾞﾗﾝﾃ

ｨｱの楽しみや悩みのご披露です。あっという

間のひと時でした。再会を約してお開き。 
翌日午前中は、当会員中道さんたち５人に 

よる厳島神社界隈の案内、午後は広島植物公

園を見学して帰途へ。新しい出会いの２日間

でした。   （  村上 光春 ） 
（参加者）井上 小方（嗣）小川 佐藤  

末原 中道 野呂田 村上 横路 舛田 
 

 
 

 
 

 
今年も「観光振興と環境保全」を学ぶ

JICA 研修生が10 月 9 日（木）来島しました。

宮島パークボランティアの会も、宮島で活動

する環境保全組織のひとつとして、その研修

の一端とインタビューに協力しました。 
研修生は、アルゼンチン、タイなど７ ヶ国

11 人、殆どが政府の若手行政官です。研修は

８月から２ヵ月あまり、東広島、宮島を拠点

に、京都、高山など日本の素晴らしい観光地

も実地見学しながら行われました。 
観光立国は、開発途上国にとっては国興し

の有力な施策の一つで、カンボジアのアンコ

ールワット、エジプトのピラミッドなどはそ

の好例です。 
しかし、「観光」と「環境」とは裏表の関係

にあります。「観光振興と環境保全」とを如何

に調和させるかが、施策の腕の見せ所といえ

ます。 

 
このような観点から、当会からは国立公園

の自然保護と利用を目指した自然観察学習会

や環境啓発活動の計画・実施状況について紹

介しました。（蛇足ながら、彼らの大きな関心

事は、会員のモチベーションの源 と会の活動

資金の拠りどころでした）  
彼らが帰国後、日本で学んだことを、国情

に合わせて実地に活用し、成果を生み出すこ

とを期待してやみません。 
（ 村上 光春  ） 

宮島を訪れた JICA 研修生一行 

三瓶ボランティアとの顔合わせ 



（ ８ ）             み せ ん               
 

10 月 12 日（日）大砂利海岸 10m 巾×25m 
10 月 13 日（祝）元宇品海岸  5ｍ巾×15m 
（参加者） 
10/12 小方ペア 小川 富田 柳瀬 
10/13 五石 小林（み）柳瀬 
広島県の瀬戸内海水環境調査に協力 
評価指標生物 20 種／調査指標種 25 種  
大砂利 評価Ⅰ（76 点以上）きれいな海 
元宇品 評価Ⅱ（51~75 点）少し汚れた海 
（参考） 
評価Ⅲ（25~50 点）魚釣り可、水浴不適 
評価Ⅳ（ 0~25 点）赤潮非親水水域 

・ケガキ、カメノテ、イロロ、アオ

ガイも少し増えて海藻も元気。 
・磯調べのノウハウを学べばハオコ

ゼ（カラコギ）も寄り来て我をから

かわんとす。 
・大砂利や宇品の磯に寄る波の透度

増すころ安芸の亀の手。 
（ 柳瀬 佳史 ） 

 

 エコ・ウォーク in 宮島（RCC 主催、宮島

地区 PV の会協力）で使用するテキストとし

て包ヶ浦自然歩道植物マップ（紅葉谷公園～

博打尾～包ヶ浦自然公園）を作成しました。 
実地調査に以下の会員が協力しました。 

7 月 17 日（木）第 1 回下見登山 
  小方ペア 小林（み）島 末原 富田   

中道、野呂田 舛田 村上 六重部  
7 月 23 日（水）8 月 21 日（木） 
  公民館で打ち合わせ 
  小方（為）小林（み）舛田 六重部 
9 月 25 日（木）第 2 回下見登山 
  小方ペア 小林（み）佐藤 中道 舛田 

村上 六重部 
※11 月 24 日（振休）のエコ・ウォーク in 
 宮島は雨天中止となりました。 

日 時 11 月 12 日（水） 9:00~15:30 
参加者 末原 中道 松田 藤本 AR 

ミヤジマトンボ保護管理連絡協議会が試験

的放虫候補地として、宮島南部の海岸湿池に

放虫を行うことになり、生息池を良好な環境

とするために、同協議会員、環境省、広島県

職員でヒトモトススキの除伐、干潟造成、土

砂の除去及び土のう積作業を行いました。な

お、放虫の時期は未定です。 

         （ 末原 義秋 ） 

 

（秋の潮） 

＜次号発行予定＞ 
発行日 平成 21 年 3 月Ⅰ日 
原稿締切 〃   1 月末日 

皆さんの投稿をお待ちし 
ています 

水路の土砂除去、土のう積み 

（
寸
感
） 



み せ ん              （ ９ ） 

：  

（第１回）JPR元宇品 

日時 9 月 15 日（祝）

12:00～16:00 

参加者  小方ペア 

  五石 小林（み）舛田 六重部  

環境省 西 自然保護官 藤本 AR 

環境カウンセラー 金山 

学生カウンセラー ４名 

事務局(人間科学研究所) 志賀 古本        

昼前に小雨降る中を元宇品小学校の体育館

に集合した。子どもたち 25 名は、すでに、午

前中のアイスブレークを行っていたが、予定

がのびて活動中であった。 

昼食後に我々PV6 名は参加した。講師の金

山さんから DVD を使って元宇品の生き物につ

いてのレクチャーがあり、その後、海辺に移

動し、4 班に別れて５感を働かせて 16 コマの

ビンゴーゲームで真剣に探している姿が JPR

らしく思えた。 

 長靴や手袋をつけての生き物探しは、黒な

まこ、赤なまこ、水ぐも、クモヒトデ、ギン

ポ、ヒライソガニ、カメノテ等など、発見、

発見。海藻、貝がら等たくさんみつけた。石

を動かしたら元に戻すことを忘れずに、また、

人は体温があるため触ると生き物はやけど状

になるとの注意があった。 

 レンジャー達が観て好きになったもの、気

になったものをスケッチし、発表した。それ

ぞれによく観察していて楽しかったようだ。

今日一番の発見は、一面に張り付いたイワフ

ジツボが「パン」とたたくと波の音のごとく、

ザワー、ザワーッとウェーブして聞こえるこ

とに感動した。大人も子どもも皆んなが変わ

りばんこに確かめてみた。いまでも、耳に残

っている。 

時々小雨が降る中での体験学習だったが、

無事終了、皆は港に移動してからの解散であ

ったが、我々PV のメンバーは途中でお別れし

た。      ( 小方 爲子 ) 

 

 

古くから宮島と深いかかわりのあった武

田山に登り自主観察会を行います。 

日 時  平成 21 年 1 月 25 日（日）9:30 

集合場所 JR 可部線 下祇園駅前 

※集合場所から登山口まで会員の車で移動 

 

 ◇ 編 集 後 記 ◇ 

▼弥山登山道（大聖院）が修復、開通したの

で登ってみると、随所に登山道の付け替えが

あり、土石流の破壊力を実感できる。それで

も PV が、台風以前に土のうを積み上げて補修

した所がそのまま健在だったのを見ると、PV

の力が台風をしのぎ活動成果として残ったよ

うで少しばかり感動した。（ 足立 ） 

 

 
瀬戸内海国立公園 

宮島地区パークボランティアの会 
 

事務局 環境省 中国四国地方 
       環境事務所 広島事務所 
 

（〒730-0012） 
広島市中区上八丁堀 6 番 30 号 

広島合同庁舎３号館１階 
TEL(082)223-7450・FAX(082)211-0455 

宮島詰所 
(〒739-0505)廿日市市宮島町 1162-18 

         （宮島桟橋２Ｆ） 
 

元宇品海岸で生き物探し 




